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較 4 > 相 
Fa ビ ヨ | いぶ き 」 


還 れれ し い ニ ュー ス が 入っ て きま し た 。 向井 下 秋 皇 
宙 飛 行 士 に 続く 日 本 で 2 番目 の 女性 宇宙 飛 
行 士 で ある 山崎 直子 さん が 、 ス ペー スシ ャ トル 
| アト ラン ティ ス ] に 搭乗 する こと が 決ま り ま し 
た 。 再 来年 の 2010 年 2 月 11 日 以降 の 打ち 上 げ 予 定 の 国際 
宇宙 ステ ーション 組み 立て ミッ ショ ン STS-131 で 、 約 2 週 
間 滞 在 し ます 。 現在 選考 中 の 候補 者 を 含む 宇宙 飛行 士 た ち 
は 、 国 際 宇 宙 ス テー ショ ン が 完成 する 2010 年 5 月 以降 に 乗 
り 込 ん で 、 さ ま ざ ま な 実験 な ど を 行い ます 。 本誌 で は 、 そ の 
先輩 に あたる 第 1 期生 の 毛利 衛 、 向 井 生 秋 、 土 井 隆 雄 の 3 
宇宙 飛行 士 が 、 若 い 世代 へ 向け 
た メッ セー ジ を 語る 対談 を 企画 し 
まし た 。 ま ず は 前 編 を じっくり お 
読み くだ さい 。 そ し て 来年 1 月 に 
は 、 い よい よ 温 室 効果 ガス 観測 
INTRODUCTION 技術 衛星 | いぶき | の 打ち 上 げ 
で す 。 こち ら は 巻頭 で 特集 し て 
いま す 。 赤外線 天文 衛星 | あか 
り | や 月 周回 衛星 | かぐや] の 最 
新 成果 も お 楽し みく だ さい 。 


9% 


四 謀 宇宙 衣 空 研究 開発 機構 機関 誌 
選 〇 O n ロ も 三 nm セ 号 
温室 効果 ガス 観測 技術 衛星 …………… ョ 


いぶ き 打ち 上 げ 
い ) AN 】 み - バ 

カウ ント ダウ ン 進行 中 
人 工 衛星 の グロ ー バ ル な 観測 に 、 
私 自身 も 大 きく 期待 

(「 い ぶ き ]」 チ ー フ サイ エン ティ スト ) 
ミッ ショ ン 期 間 は 5 年 。 
これ か ら が 本 当 の 仕事 の 始ま り 
基 居 吉 の 。 

プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 


久世 暁 彦 3 宙 利 用 ミッ ショ ン 本 部 


GOSAT プ ロジ ェクト チー ム 主任 開発 員 


関 義広 宇宙 利用 ミッ ショ ン 本 部 


GOSAT プ ロジ ェクト チー ム 主任 開発 員 


塩見 慶 宇宙 利用 ミッ ショ ン 本 部 


地球 観測 研究 セン ター 開発 員 


山崎 直子 宇宙 飛行 士 の … 
搭乗 ミッ ン ョ ン が 決定 ! 


赤外線 天文 衛星 ……… a 
|[ あ かり] の 最新 成果 


宇宙 飛行 士 を め さ す ……- 訪 
君たち へ 

毛利 衛 、 向 井 千秋 、 土 井 隆雄 、 

3 宇宙 飛行 士 座談 会 


月 周回 衛星 「 か ぐ や ] が 観測 し た ……… 時 
シャ ッ ク ル トン ・ ク レー ター 


新 し し 価値 を 創造 する 誠二 1 是 
「 宇 宙 こ と づく り 」 の 発信 地 
き ぼ う 利 用 プロ モー ショ ン 室 


宇宙 広報 レ ボー ト FPP ドサ サ で で ヤ ア ヤキ ィ フ 
「 世 界 天文 年 2009| 

まもなく スタ ー ト 

阪本 一 生か 研 究 和 


J AXA 最 前 線 248czdaetesiids 1 日 
M-V ロ ケッ ト の 実機 を 展示 ossoseseeessss ら ロ 


表紙 : スペ ー ス シャ トル へ の 搭乗 が 決ま り 、 
JAXA 東 京 事務 所 で 記者 会 見 する 山崎 直子 宇宙 飛行 十 
(2008 年 11 月 11 日 ) 


温室 効果 ガス 観測 技術 衛星 ジイ 


や 

「 い ぶ き 」(GOSAT) の 打ち 上 げ 準 備 が 進ん で いま す 。 

「 い ぶ き 」 は 、 地 球 温暖 化 の 原因 と な る 
温室 効果 ガス の 濃度 分 布 を 観測 し 、 温 暖 化 防 止 に 向け た 
国際 的 な 取り 組み に 貢献 する こと を 目的 と し た プロ ジェ クト で 、 
JAXA、 国 立 環境 研究 所 及び 環境 省 が 共同 で 開発 を 進め て いま す 。 
今回 は 、 打 ち 上 げ が 間近 に 迫っ た 「 い ぶ き 」 の 現状 と 
打ち 上 げ 後 の 運用 に つい て 、「 い ぶ き 」 の チー フサ イエ ン テ ィ ス ト で ある 
総合 地球 環境 学研 究 所 の 井上 元 教授 、 
プロ ジェ クト を 統括 する 浜崎 敬 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ 、 
そし て 開発 運用 を 担当 する 3 人 に 話 を 聞き まし た 。 


温室 効果 ガス 観測 技術 衛 還 いぶき ] (想像 図 ) 
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SG 尽 思 ^ ズ て H 二 内 ロー くさ 
悪 守り 0 紅 全 の ろ 心 繕 編 x 拓 で 
うり 所 会 避 つ し お 6 と 配色 。 回 妃 
近衛 還 し 細 つ くつ りく KHR 妥 訪 
seR 公 人 寺 S つ お 5 4JFJXO 篤 移 
SG 次 "| 隊 青 採 夫 誠 の お 人 
S ぐ トー 月 抽 計 KR 球 計 全 装 私 つ 


よる 


憧 調 会 思 meNe 
洛 圏 早宮 せ 党 症 員 陣 


ーー 「 ス 懲 ] 6 羽入 吾 塵 SG 社 
及 還 JNNekQ だ レス ゃ | | 身 表 租 
ペペ へ 芝 練 娠 py 軽装 ち m* 彼 
人 G ぞ ゼ 陵 全 ぐ 12 移 1 G2 


温室 効果 ガス 世界 資料 セン ター(WDCGG) 


Q_6 い 4J ト JXO 人 ピ 議 摘 コ R 宙 拉 じ 聴 家 じ #ox@ 咽 
1 EC を 上 球 つ 公 や hO「 多 0 只 笑 y9 
に し も 6 人 3 で 9 は JJ は 86 つや 87 psONQSS^ 
M 本 吉 1| 窒 や ょ NG 守 め 2Q ろ 本 量 人 
S N 吾 棚 G 租 舞 宮 提 。 そ マ で 8 の で 生か) ン 人 RW に 
了 1 『 mouto の 時 ジ 公 上 写 捉 yl いい コ い 和 民家 つ しり % お で 
四 京 届 シン お し " 慰 釧 1 条 信 Rxe コス 選 


6 ホ 償 。 完 須 玉 
G 熟 補 輸 料 " 判 


王 し 四半 回 応 の つく 心 G8 苦 古 り 
個 芝 4 的 の 昭二) 固有 史 り め 補 


ンプ を ーー と 
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ト 、 


了 NN 
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い 臣 1 1 広 十 全 下っ 中 秘 公 地 才 0 ウス 5@ つ 7 細 京 p 某 
が 0 守 つ SS6 和 和 慎 人 四 征 り KO 守 家門 pn 46 
所 で | | 議 ご 冬 了 8g ら ーー 1 | 密 記 環 藤 G 筐 負 Yy ヘ ロー 
ヨ KS に に さら 選 5 同 て さき)JmRKkJ ス ) 公 し OKGa6 い 8 
る 定 XOSU” 皿 千 品 193J” 2JKSS り 篤人 PVtG 

業 久 RE 人 る 。 8 誠 ぐつ ゆい 会 
Xno 坪 人 全 。 アー に 本 JS が も G 記 し せ コ っ の 
完 本 旬 。 中 1 会 千 82JQ 和 トー wS 要 いよ J 
EmyE4 さ NIS 還 し 1 1 軸 家 骨 全 前 詳 * で おら 応 皇 
3 蛇 避 記 じ 2 る お つり ス 6 会 腸 條 つく 
< で しゃ" ご 上 つや お? つ 人 る つ 史 尽 -JNe お 8 る 競 


Aa 甘 症 明 2 めぐ し つ お "2 婦 
%|G 邊 一 入 旬 琵 加 で 58 人 約 
)@ 記 4QS お 選 鶴 "ke ろ 8 末 訟 選 
PAWE く YKO2WF こ pa さり 還 に トー に に くい で 
芸 所 で いろ )G 全 全 玉 会 り 0 
"8 忠 県 幸村 計り KW 計 衣 
IP っ ミ ニ ベニ ヘマ WI 
ン い 1] | 補 補 民 林 会 し レス : 倒 
3D. で 全 で >y@3) 昭 る" 


半 奉 し 

中 衣 記 選 幅 会 で 

桃 や つじ し っ AG 公称 民 臣 
ーー 1 | 族 代 肖 G 堂 洋 息 つつ い " 
機 半 G 政 志 休 和 Tm 人 で レス 
地 衣 り 7 村 代 会 SG ンス] 履 
記 表 棚 党 放つ レス NeG 会 る 


(提供 ・ 国 立 環境 研究 所 ) 


「 い ぶ き 」 運 用 開始 後 の デ ー タ 処理 か ら 得 られ る 
酸化 炭素 の 吸収 * 排 出 量 マッ プ の イメ ー ジ 


2 月 


hkJaJap | ス 移 半 | も 公 合 じ 0 
会 

共 草 さく" 選 向 電 手 し SAJG マ て 
く 1 | 詳 呈 環 拉 yy 避 党 つ し へ) 全 35 
で 人 どろ か 全 塵 咽 革 用 we 
お S 窒 0 お つり く 5 生 " 屋 
員 倒 pyQ う ) 圭 陸 王 ぐ 直 松 球 公 
届 語 つり 1 | 較 畠 租 倒 二 じ v い 4J 
eS レス 8 生生 昼 襲 NG 
6 で 8 っ) 公民 約 レ が 会 邊 会 
27 6 人 8 で 全 の ウレ う TO 
く 心 組 の 穫 囚 | 人 名 | 守 結 
裳 じ G1 | 細 記 窟 棚 @ 辿 党 を 葉 皇 信 
2JFJMAEGST 2JS い 訟 記 つ 
P ス x:G 全 三室 つ レ ン で K@p ぐ ろ J 
表 こ 本) GT6 必 8 付 一 67 
2JQG_6n) 拉 和 を 生還 Pc] | 詳 


記 宮 崩 で 堂 党 呈 用 を つ / OS 
選別 時 ss の 会 の る 心 守 裕 史 
xeno ゴ し め 較 受 似 0 昭 る 36Y 
ーー 1 | 散 嘩 己 骨 黙 外 @ 翌 構 号 計 
選 反 包 むし 計 マ 2ShG 宮 本 りお 
いて 里 角 @ 仙 記 史 究 枯 や Ye ぐ め 出 
葬 じ か 

林 十 | | 軸 民 棚 G 鶏 角 紳 泌 し 
紀 つが 5m" 症 り 理 先 >6y の 選 革 ・ 
玩 二 りこ 心 S33 款 症 り 人 褒 会 式 % 
くぐり "2 多聞 | し 8 
ok ペニー こも ako た ESA 
AAQEKO3J 困 6 お ) 30 記 
ESSOiea 較 に に YEYCN3)I( 
宗 還 りお お で に 須 *@JJ 介 革 往 
個 語 人 84JNR ウ 6 本 お 4Je46 
HH リー P 弄 JJ 表 篤 


排出 一 


0.3 
[gC/m/ 日 ] 


=1.2 =09 =-08 -03 


て 吸収 


味 つ ^ て 直り し | | 蘭 詞 表 肖 全 
選 ン OS で 選 王 YOSh@ ト JJ 全会 の 
P%6 つ お 5 | る 5] 時 正 補 
写 33o 寺 も 生 全 no 時 すろ 必 G ポ 7 
ょ JJ 放つ 8 軸 1)G 押 SAmRK@ で 
忠 連 先 凡 宮 語 し か " J 全 
ー 講 KJ)” 了 要 箱 く Q 2 人 人 ) 
3 全 お 人 で Pike も つや し 届 
会 | ス 2%%0| G 深 器 驚 め 宮 会 
玉 思 つま つ くう) 明る 6 


へ 必 へ 公 
暑 応 じ WONG@ 四 p 較 寮 


| ス %%%0| 8 へ の 吉 衣 つ % 
か JG 王 りう し くろ 全 倒し 人 
共 十 トペ ネー 尿 臣 並 宗 呈 ゴ 和 Sxe 
「 〇 〇 の | の 2 心 桂 関 ( 骨 守 宗 
加 慌 ) 81 | 詳 個 藤間 補 つ し ろ 
8 本 全 | る 人 0%0| や 系 へ 宮守 
で 194J ろり 掃 *G 
譲二 お て YO で 夫 で 6 生 "系 へ 
ぐ 刀 し S 徐 可 蘭 23711 較 押 
G 守 宗 憧 旦 6 で 逢い ひ 人 る きる ぐし 
か し 本 会 AO 系 へ 私 よ J 会 中 


(提供 ・ 国 立 環境 研究 所 ) 


次 元 分 布 の イメ ー ジ 


二酸化 炭素 の 三 


記 % で くり 2) も 詞 党 めで 
25@ 会 846 で 8 ン で 会 りう 
科 <S7 JS 全 加 肢 じ %0x@ 明 7 
「 ス 多紀 | 峰 寄 中 伏 の 還 る 6 
ーー 只 東向 約 ] も 
2JSS84JFJXS 苗 と お くり 昭 で セン 
っ 8 和 か 会" 

半 二 記 Q い AU 店 や Xsop で レ 
ろ 5@ ょ 2) 介 約 36” コ い 3 うろ 
50| し X ふ へ 中 坪 倒 忌 人 S じ 守 
冠 し %nGhkJaJsS 定 世 つ し ベン ホ 
ト し ぐ X ふ へ 6 箕 問 *w じ 京 お 2 
3) 昭 いろ 生還 2 そつ トリ 3 
工 ろ 末 憶 間 全 工 会 ひ ウ スレ) 
全 QSK ふ へ @ 絢 圭 画 補 箱 う 
aJNIEGSP く 8 本 公選 会 将 親 
会 24J 愉 会 吉 く し 京 SS し お "の 
心 mnpX 和 へ SG し か 全 。 還 衣 
守 KG く て か 性 へ 会 へ 
GS 嘆 惑 倒 芝 症 り 約 く っ JNISSP ス 
46 J だ の 朋 と し 尿 お うし か 7 
め つ 全 つ 羽 忌 持 完 剖 R 旬 寺 h@ 
ぐし 8 全う) 補 赴 つり く が 
ーー ロロ を 6 室 RS お し 8 腕 
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妃 い し 室 似 し じ *on@G し つや 心 会 
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会 完 型 症 伯 し を で やつ お 人 お 
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いじ ^ 窒 松 表 寺 nAJ 先 ” 舞 忠 
胡 握 SeHR4H り NR お so) ろ 46 い 8 
ト JAJSIGO し aa046 つ お 9? 玉村 仙 
3J 胃 い ウス お りう いろ し の 四 表 
中 固 つ 交 つの” 直 菜 志 史 相 完 Xe 馬 
3 つ P 移 8 で お し 本 "OJT 77 
か へ mm 思 で 汐 く も” 加 
RS で 忠 環 穴 お で 人 K そ 寺 記 
つり GSS 中 シン い ン 5Q3) 
心 表 寺 つつ お ? 醒 剖 壌 視 公 屋 
ン レ め 十 尽 M 寄 志和 織 拉 じ や 
SG の ト へ へ AS 詳 くも 密 
壮 如 氷 ス ヘー 中 忌 り 装 レ QS 
会 愉 の 昭和 本 "づつ 信 め 宮 人 
2 ぐ GRH ロ AHNー ネ ホー ベ で へ く 
ー′ 時 ペ ー ト ドーS ぐ RG 援 編 倒 | 
部 つり ^ 惨 R ぬ 引張 し %9 お JJ 名 
林 % 全 の お 3 表 く が か 

ーー 志和 守 会 02OS ン パ く 
し 共生 時 下り <N@ さ つづ 心 会 
濾 奪 選民 千 の 会 下 定 " 号 関 
全幅 症 窟 ス レス 5 会 2J 中 会 
で る ye 全 必 トー に 
っ 26 生 ” NG 決 " 選 膨 聴 要 つ 
公 AQ ト 一 9 堂 い ソ 。 詩 電 G 吉 京 
トー ふ 民 6 加 貸 人 トー ペ う ) 守 党 
つつ いり 「 交 幅 畠 漏 つろ 心 @ 記 


く か ” 巧 2 っ 豚 し 人 ト 一 系 旨 宇 か 
選 G 半 溢 し) だ の 会 中 全会 
公選 本" の 会 眠 本 公 中 要 症 り 味 
くっ 瑞 つが 本 人 臣 傾 pG 匿 団 
入り 会 聞 軒 舞 会 okQ の 人 四 人 
た いじ 能 還 * つ ^ の 倒 下 上 会 xO 人 ト ー 
as 穫 ン 居 維 ぐ 選 を 室 個 驚 政 管 
同和 py 相生" 較 詩 握 室 
計 し G 和 トー asaOQ り 紅 計 
っ) OH 守 伯 会 下 半 全 | 協 
表 棚 を * ふ へ G 避 静 ぐ 和 一 
葉 |] 吉 ぐ RDG 会 Ke46 い 療 芝 
も 意 拘 し oxeagnJXGx93J 証 くし 
が 

ーー を で づつ お 邊 一 和 旬 
K936 シ セー 時 人 ン 選 会 会 6 だ 示し か 
< 

県 維 や 心 ち な 計 "86 加 半 じ 
DK 等 ン っ 並 証 会 例 全 6 
直 人 架 2JD 和 つつ し 窒 須 前 披 公 
msS ペ ーーPaSKe ト JAJSS 己 つ 如 生 
で SS SS 幸 緩和 pyG 
SG りり 23 並 証 全 篤人 96 

っ る olIG 男 態 幅 舞 せ 

i ト ー ふ 届 喝 求 hG ト JJ 
ーー 「2 負 %0 G 人 トー※3 誠 G 


太陽 電池 バド ル 


技術 デー タ 取 得 装置 


(TEDA) 
温室 効果 ガス 観測 セン サ 


/ TANSO-FTS : 
・ エ アロ ソル セン サ 


TANSO-CAI : 


S バ ンド アン テ ナ 
守 


アー 2 
S バ ンド アン テ ナ 


モニ タカ メラ (CAM) 
X バ ンド アン テ ナ 


「 いぶ き 」 の 観測 セン サ 


太陽 電池 バド ル 


分 光 観 測 で 測る セン サ は 初め て の 体験 


日 当 し て いる の は セン サ の 部 分 、 

効果 ガス を 測る 分 光 計 (フー リ 
工 変換 型 分 光 計 ) と 雲 ・ エ アロ ソル 
セン サ で す 。「 い ぶ き 」 で は 二酸化 炭 
素 や メタ ン を 1%、 あ る い は も っ と 少 
な い 誤 差 で 測定 する こと が 求め られ 
て いま す 。 そ の た め に 非常 に 精度 の 
高い セン サ を つく ら な けれ ば いけ な 
い 、 と いう と ころ が 一 番 大 変 で し た 。 
NASDA の 時 代 か ら 、 地球 を 観測 す 
る 衛星 の 光学 セン サ は すべ て 画像 を 
撮る も の で 、 分光 観測 と いう 光 を 細 
か く 分 け て 測る セン サ を 用 いる の は 、 
これ が 初め て で す 。 し か も 、 観 測 計 
画 に 従っ て 地上 か ら コ マン ド を 送っ 
て 細か い 運 用 を する と ころ も 、 画像 
を 取得 する 地球 観測 衛星 と 異な っ て 
いま す 。 こ の よう に 初め て の こと が 多 


ステ ム 全 体 の 、 主 に 機械 系 と 
ジェ クト 全体 の 資金 管理 を 担当 
し て いま す 。「 い ぶ き 」 は 信頼 性 を 高 
め る と いう 点 で は 妥協 し な い 衛 星 づ 
くり を し て きま し た 。 各 コ ン ポ ー ネ ン 
ト の 図面 を 部 品 の レベ ル ま で 何 十 
回 も 図面 を チェ ッ ク す る と いう よう 
な こと も し て きま し た 。 太 陽 電 池 パ 
ドル も 開発 の 途中 で 1 細 か ら 2 に 
変更 し 、 電 力 系 を 二 重 に し まし た 。 
1 思 が 使え な く な っ て も 、 衛 星 自体 
は 生き 残っ て 部 分 的 な が ら も 観測 を 
続け られ る 設計 に な っ て いま す 。 こ 
うし た 設計 の 衛星 は JAXA で も こ 
れ ま で な か っ た と 思い ます 。 

プロ ジェ クト 開始 か ら 6 年 弱 で す 
が 、 ス ケ ジ ュ ー ル も や 常に タイ ト に 管 
理 し て や っ て きま し た 。 か な り 大 変 


宇宙 利用 
串 | ミッション 本 部 
GOSAT 
プロ ジェ クト チー ム 


| 主任 開発 貞 


い の で 苦労 し まし た 。 

アメ リカ や ヨー ロッ パ は こう し た セ 
ン サ の 分 野 で は 先行 し て いま す 。「 い 
ぶ き 」 の セン サ で 追い つけ た か どう か 
は わか り ま せん が 、 大 き な 一 歩 が 踏 
み 出 せ た と 思い ます 。 将来 は 地球 大 
気 を 観測 する も っ と 先端 的 な 技術 を 
めざし た い 。 そ の た め に は どう し て も 
ここ で 成功 し て 、 世 界 を リー ド し た い 

思っ て いま す 。 


信頼 性 を 高め る た め の 妥 協 し な い 衛 星 づ くり 


宇宙 利用 
ミッ ショ ン 本 部 
| GOSAT 
プロ ジェ クト チー ム 


' 関 義広 


主任 開発 員 


還 ! 


な こと も あり まし た が 、 製 造 メ ー カ 
の 皆さん と 力 を 合わ せ て 、 何 と か 京 
都議 定 書 の 第 1 約束 期間 に 間 に 合 
わせ る と いう こと を 目標 に お いて 進 
め て きま し た 。 打 ち 上 げ が 迫っ て い 
ます が 、 衛 星 と いう の は 打ち 上 が っ 
て ちゃ ん と 働か な く て は 意味 が あり 
ませ ん 。 打ち上げ 後 の 搭 載 機器 の 
チェ ッ ク な ども あり ます の で 、 こ れ 
か ら ス ター ト と いう 気持 ち で いま す 。 


所 定 の 観測 精度 を 保つ 作業 に 向け 、 い よい よ 本 番 


測 研究 セン ター で は 「 い ぶ き ] 
得 さ れ た デー タ を 処理 し て 国立 
環境 研究 所 に 渡す 仕事 を し ます 。 現 
在 は その 準備 作業 を し て お り ま す 。 
「 い ぶ き 」 に は いく つか の 観測 モー ド 
が あり ます 。 地球 表面 を 格子 状 に 観 
測 す る モー ド や 、 海 上 で 太陽 光 の 反 
射 を 観測 する サン グリ ント 観測 、 あ 
る い は 特定 的 に 地上 観測 を 行っ て 
いる 地点 を 観測 する モー ド な ど が あ 
り ま す 。 こ うし た 観測 が 軌道 上 で 上 
手 く いく よう に 、 デ ー タ を 見 る 立場 
か ら 開 発 に 参加 し て きま し た 。 

「 い ぶ き 」 が 打ち 上 げ ら れ た 後 、6 
か 月 間 で ちゃ ん と し た 精度 が 得 られ 
て いる か どう か を 確認 し 、 使 える 
デー タ に 校正 し て ユー ザ に 配布 し ま 
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す 。 所 定 の 観測 精度 を 出す た め に 
は 温室 効果 ガス 観測 セン サ と 雲 ・ エ 
アロ ソル セン サ の 両方 が ちゃ ん と 精 
度 よ く 合 っ て いな けれ ば な り ま せん 。 
「 い ぶ き 」 か ら 送 られ て くる デー タ は 
きわ め て 大 量 で す 。 そ れ を 処理 し な 
が ら 精 度 を 検証 し て いく 作業 の 準備 
を し て きま し た が 、 こ れ か ら が いよ 
いよ 本 番 と いう 気持 ち で お り ま す 。 


2008 年 1 上 
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1999 年 2 月 、 古 川 、 星 出 宇宙 飛行 士 と 共 
宇宙 飛行 士 候補 生 に 選ば れ て 訓練 を 続け て きた HL 本 行 士 が 、 
2010 年 2 月 11 日 (以降 ) に 打ち 上 げ ら れる 
国際 宇宙 ステ ーション (ISS) の 
組み 立て ミッ ショ ン | STS-131| に 搭乗 する こと が 決ま り ま し た 。 
スペ ー ス シャ トル | アト ラン ティ ス 号 | に よる フラ イト で すむ 


の 搭乗 ミッ ンション が 決定 ! 


Be は 、1970 年 
山崎 宇宙 飛行 士 
生ま れ (旧姓 角野 )。 お 茶 の 水 女子 大 学 付属 
高校 、 東 京 大 学 工学 部 航空 学科 、 同 大 学院 和 
空 宇宙 工学 専攻 修士 課程 を 終え 、96 年 に 旧 
NASDA (宇宙 開発 事業 団 ) に 入り まし た 。 
エン ジニ ア と し て 「 き ぼう | の シス テム イン 
テグ レー ショ ン や 、 故障 解析 、 組 み 立て 、 初 
期 軍 用 手順 作成 な ど に 関わ っ て きま し た 。 


1999 年 2 月 の 候補 生 選 定 に 続き 、 
同年 4 月 か ら は NASDA 
の 実施 する ISS 搭乗 宇宙 飛行 士 の 基礎 訓練 
に 参加 、2001 年 4 月 か ら は NASA で アド 
バン スト 訓練 が 始ま り ま し た 。01 年 9 月 に 
ロシア で の サバ イ バ ル 訓練 を 最後 に 基礎 訓練 
を 終え 、 同 月 、 正 式 に 宇宙 飛行 士 と し て 認定 
され まし た 。 


の コロ ン ビ ア 王 事故 に 

際 し 、 原 因 究 明 の た め 
スペ ー ス シャ トル の フラ イト 計画 が 一 時 凍結 
され た こと を 受け 、 日 本 人 宇宙 飛行 士 の 搭乗 
の 機会 を 広げ る 目的 か ら 、 ロ シア で ソユーズ 
-TMA 宇宙 船 運 航 の た め の 訓 練 (通算 6 か 月 
間 、 計 825 時 間 ) に 参加 し 、04 年 5 月 に 
同 宇宙 船 フ ライ ト エ ンジ ニア の 資格 を 取得 し 
まし た 。 


宙 飛行 


同月 か ら NASA で 20 か 

月 に わた る ミッ ショ ン ・ 
スペ シャ リス ト (搭乗 運用 技術 者 : MS) 訓 
練 に 参加 、06 年 2 月 に 認定 を 受け まし た 。 
( 左 の 写真 は 、2004 年 に 米国 で 行わ れ た サ 
バイ バル 訓練 の 様子 ) 


の 、[「 き ぽう] 

船内 保管 室 
の 取り 付け の た め の STS-123 
ミッ ショ ン で は 、 ク ルー サポ ー ト 
アス トロ ノー ト と し て 、 土井 隆雄 宇 
宙 飛 行 士 ら の 作業 を 筑波 宇宙 セン 
ター の 管制 室 か ら 支 援 し まし た 。 


2008 年 11 月 11 日 、 

搭乗 フラ イト 決定 が 
発表 され 、JAXA 東京 事務 所 で 
記者 会 見 が 行わ れ ま し た 。 ミ ッ シ ョ 
ン ・ ス ペ シ ャ リ スト と し て 、 ス ペー 
スシ ャ トル の 操作 、 国 際 宇 宙 ス テー 
ショ ン の 組み 立て に 参加 する 抱負 
を 述べ まし た 。 


第 16 次 長期 滞在 第 17 次 長期 滞在 第 18 次 長期 滞在 第 19 次 長期 滞在 第 22 次 長期 滞在 第 23 次 長期 滞在 


ーー 
し 


寺井 宇宙 飛行 士 | 星 出 宇 下 飛 年 若田 宇宙 飛 行 士 FE 野口 飛行 二 


搭乗 搭乗 長期 潜在 飛行 二 長期 滞在 
語 う 呈 3 
STS-122 | STS-123 STS-126 STS-119 STS-127 ここ と ー 
(1E) (1J/A) LF2) (15A) (2J/A) ソユーズ 山崎 宇宙 飛行 士 ソユーズ 
2009 年 度 後半 2010 年 度 前 半 


搭乗 
船内 保管 室 船内 実験 室 1 
打ち 上 げ ロボ ッ ト ア ー ム 船 外 実験 プラ ッ ト フ ォ ー ム STS-131 
打ち 上 げ 船 外 パレ ッ ト 、 打 ち 上 げ (19A) 
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SN1987A 


宮 ) 


で < 多 


人 民 素 壁 HK 貢 愉 ふ ロ 心 叶 緊 G 旧 祝 


「S 全 ご ]G4HHK も ホー く で 0 棋 式 品 情 才 玉 ふ ロ へ G 尽 壁 公 麗 窒 つ 7 MR は 


RW ロロ 区 SQ で 了 共 @ 束 頑 医 素 器 し 足 O 選 さ 〇 の で 皿 ' 叶 際 到 占 し 中 に KR 因 し ゃ ? 
図 せ 期 橋 太 占 RwHNGK 苦 ポレ 図 革 下 橋 NMNMRN 
Th ロ トー つ pG し" 革 静 公職 層 (IKG 三 ) で せつ RE 腰 ロ 則 や yeIKG 三 ロ い に" 


回 谷 い ン ム SO OxSne 蛋 鶴 條 柏 つ し っ fes" 


ュー ン /。 。  N157B 


( 図 中 の 白い 等 高 線 で 表 さ れ て いる の は 、 超 新星 残骸 が 出す X 線 の 
明る さ 。 ま た 、 各 図 の 左下 の 線 は 20 光 年 の 距離 を 表す ) 
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0519-69.0 


本 油 O0548- 70.4 


へ ハ 


4 大 マゼラン 雲 の 超新星 残骸 

「 あ か り ] は 、 大 マゼラン 雲 中 の 8 個 の 超新星 残骸 か ら 強 い 赤外線 放射 を と ら え まし た 。 
質量 の 大 き な 星 は 、 そ の 一 生 の 最期 に 超新星 爆発 を 起こ し 、 そ の 残骸 が 宇宙 空間 に 広がっ て いき ます 。 
これ まで 、 超 新星 残骸 で は 、 星 間 物 質 中 の 宇宙 塵 が 壊さ れる と 考え られ て きま し た 。 

し か し 「 あ か り 」 は 、 消 えて し まっ た と 思わ れ て いた 比較 的 小さ く 高 温 の 塵 が 残っ て いる こと を 
初め て 検出 し まし た 。 こ の こと は 、 超 新星 残骸 で 破壊 され る 鹿 は 、 

これ まで 考え られ て いた より も 少な いこ と を 示唆 し て いま す 。 

(ソウ ル 大 学 ・Ji Yeon Seok 大 学院 生 、Bon-Chul Koo 教授 、 東 京 大 学 ・ 尾 中 敬 教 授 等 に よる ) 


ト JG 5J 章 選 で 妃 ヨ 鶴 下 中 凡 四 泡 ! 選 革 で くく マーK ハ エー て ミ 拍 崎 せ 

Q べ て 叩 G 呈 藤 べ K 粗 の っ 届 う う や 稚 さ ロ ロ ロ ーK つ つつ し KW ン 層 で 二 <Q で 6 つ " 
全 紀 G 填 壮 憧 襲 * 男 五 溢 出 * 選 販 四 詳 尋 二 選 で AO「W Sn] 曜 豆 閉じ 747 AmA 旧 昌 07 
弓 反田 求 1/ 修 ロ 皮 1SQ べ @ 過 直 泡 尋 世 GhNG 男 普 販 環 に トー へ mA 

路 隷 導電 中 人 恨 人 で レス っ " 凹 藤 べ 凡人 地層 中 二 GNIN で て 公 7 ト JkJ 表 し も の 多 ン 
馬 似 相 つ * 還 品 Sp ぐ G く の 1 麗 必 0 還っ うし 和 妨 JWNo" 

Nu ト J レ 回 8" 凸 医 べ 由 仔 内 上 選 填 G 医 世 り p 由 人 ぐ く 所 の oO の 世 ぐ 低 一 所 時 近 セ 

避 揚 字 映 で NG 避 除 坦 レ G 名 財 皿 し SS で 回 @GNIN マ て 届 手 倫 つ 丸 
詞 誤 * 選 半 帳 菩 ” 雨林 虹 料 Go の べ @ 過 他 農民 坦 澤 0 しゃ Q ら の 

「 財 地 諾 中 二 選 ShO ら っ inGS 1 半 SOn っ QtJ SG 倒 SI トー ド 合 締 SO 條 較 つつ 県 " 
来 革 涯 や 務 枯 ph9 幅 仔 誠 中 十 悪 租 軍 上 く GX ト ヤー で 朋 輝 旬 っ ゃ 史 多 7 

喘 親 屋 GG 痢 Sp 回 つ し ゃ の CO し っ "人 回 NG 指 壮 区 生 S8 昌 む つつ 7 
(IM : 忠 三 花 個 ・ つ ママ 所 塞 鈴 下 ) 


忍 宙 情 根 つ 忍 よ J 公 
で つう っ りう 
衝 早 で 居 表 Q 


足 三 ご ママ し 3 人 ” 字 地 泌 に 
士 史 悪 湖 つ しろ し の 中 叶 幅 
つろ 寺 坦 内 に 十 会 漏 pyQ 作 提 
か お” kJP 人 3 箱 YocS り 引 6 で 
うお 負う し [| 明寺 調 お 会 
南 避 く GK タ ポー 公 9 る お 知 %0 
選 う ろう) 本 が か "Nm33 人 ひど し 7 
く % 充 む ト ポ ー 公 多 送 居る 
SPP の 会 尽 人 S し 性 6 地 坦 泡 
選 二 8 の お 司 く け 3 会 中 旨 引 史 
忌 全 会 こ お る すり 否 る が" 

や 詞 の べし | 避 り 扱 総和 か keG 
3 時 団 帆 員 ( ポ 映 記 N・ 人 有志 
で の ロマ 選 政 ) 倒 尾 所 つ お 普 
べ 沙 の を 5 くし か 人 

呈 三 『 ロ ロロ よー 束 肖 ] 
中 唐人 SO Non も YS 計 ン の 
に と くく 

呈 三 生 っ 0 季 し 生 S7 っ JIJ 
も 。 忠直 会 全く お SS” 字 
近 党 に ゴ り 抱 際 つ 尺骨 G 居 地代 
か 。 所 N じ ス 本 全 

地 記 忠 叶 ntJ AS 定 全 
で AGJAJDS ン 完 選 6 つ 届 殺 。 求 
ろ 当 つり 革 K0^ の oo の 時 
TE 全 選 陸 時 コ 下 民 公 下 つ 味 忌 家 
要約 で SS も か 全 SG り oo 中 
ぐ 司 内 定 り 選 穫 に 二 議 2 
愉 1 リ ローK 倒 皇 お で しか" で 
凡 8 届 36 要 の お ソー ろり 昭 の 
P 把 世 つ お < くし か 2J′ 弟 36 で yG 
3J ス jmJAJ3846 で 8 て レス 
や で も つり 8 釣 提 鈴 つつ 8 うろ 応 
ょ JJ 生 中 つる そろ 必用 党 加 情 琵 
3 つり 


后 三 つ 合 つ ′ 完 ぐ ” h2JopG 吉 
り 人 ト さ る 同居 ぐ 革 宇和 一 へ つり 
| 加 り 了 り 硫 会 付 で おく 
JO 居 人 SxQ 地 二 衣 に 廿 
爺 選 お ろう ) ス mMK 間 038 人 8 で お で 
も つや" 

字 記 SG 加太 人 6” 他人 李 渦 十 
問 23 記 じ 序 GR 会 避 INT2J め 部 
32Jn 人 3 で お SG 生 会 本 
ツ 範 写 yySxeQ も ^ 折 GK ト さく 

49 旨 諾 じ る お AQ7 選 下 宙 孝 相 の 
食い SS" 甘 才 圭 G 果 8 地 
電 穴 に 6 宮 Hhs お て 0 で 引 多 シ 
こつ お "NE 会 Oh 地 り 牙 年 
持 密 局 jp" 

号 三 富 旨 <S 路 くり く 心 G 色 稀 
民 品 人 SONS し 欠 明 全 XSko 
JGR で お AO 本 ン リ 1 如 貢 つ お 5 
W 記 Sa)8S も し Y 


6 の 公 凸 藤 べ 公 

世 四 お No し レ 
EPS<*SW0E 

足 三 足 朱 *O ぐ 8 守 守 一 へ 低地 
地 * 交 級 義 り 選 会 照り 3 
3SNQ で し か 人 

臣 林 回 留 和 阿 しか 会 守 守 
ーー へ 全能 て 388 詞 更 編 氷 慰 さ 
> ロ KR 介 肖 328UR 雇 3s 訪 - さ し くろ 
つっ お" 介 お AU 親 並 2 264 会 上 必 
ズ 和 会 地 地 り に た ye で し 昭 - で 如 る 
の を くも か 人 RS 所 人 る 仙人 字 
il に SNaGEI ニ と こよ IE ご Ao 
ST2Jp 33Q 全 の 6 競 押 3 
人選 で もつ" [ 豆 示 Yo で 
く スン とい G 並 り 字 環 衣 に で 8 
こっ J 要 いく りか 会 JA ツン 定 全 
8 和 か 全う おる 2 応 S 計 る 
めく ス 居 ぐ の 藤 人 全 6 篤 G ょ KJ) 会 


行 士 を めざす 


毛利 衛 、 向 井 千秋 、 土 井 隆 雄 、 3 宇宙 飛行 士 座 


毛利 衛 宇 宙 飛 行 二 
1948 年 生ま れ 。 北 海道 大 学 理学 部 化学 科 座 業 。 


フリ ンダ ー ス 大 学 博士 課程 修了 。 北 海道 大 学 助教 授 を 経て 、 


MS と し て 


乗 運用 技術 者 (MS) の 


徐 


宇宙 実験 (STS-47)。98 年 、 # 


千 


エン デバ ー 号 に 搭乗 し て 「 ふ わっ と 「'92| 


85 年 搭乗 科学 技術 者 (PS) に 選定 。92 年 、 
理学 博士 。 学術 会 議会 員 。 東 京 工業 大 学 連携 教授 。 


資格 を 取得 。 2000 年 、 エ ン デ バー 号 ( 
搭乗 (STS-99) 。 同年 10 月 一 日 本 科学 未来 館 初代 館長 。 


向井 千秋 宇宙 飛行 二 
1952 年 生ま れ 。 慶 応 義 塾 大 学 医学 部 卒業 。 


s 同 大 学 朝 士 号 取得 


85 年 、 毛 利 衛 、 土 井 隆 雄 と 共に PS に 選定 。 
94 年 、 第 2 次 国際 短小 軍 力 実験 室 (IML-2) 


詐取 人 


上 


医師 免 


画 


o 


の 


Non yns 誠二 つろ し 
"し p 昭 G 麗 お ー68 租 や つ 
お” 潮 事 ぐ 弓 箇 交 お 並 淫 へ 
を で しゃ 6" 地 畑 訟 は H い 
トペ ー 玩 へ 6 還 べべ G 選 箇 
会 3 表 い ウス An 性 べし 陸 
5 語 で 計 "か かろ 記 昭 に" 
WhNJ 人 Sp 選 下 りり 選 で お 
Mn ス 必 性 講 向 全 Rex で 向 
naJ 全 。 帳 R 全 曲 ろ JJXG で レ 
居 抽 く 仙 Xn 会 明る 誤る お 
中 三 十条 で 8 くる で の 二 会 KOE 地 
人 能 に 重り 計 S お 会 の 各 ・ 

征 林 SS 捉 Nn レ 8 う で し か " 
臣 林 生 で つる % く 民代 8 で や 
ID いひ レス お の を 況 くし 生 全 ” 字 二 
SG じ % 選 W 選 る 2JfImnS も 
2J ょ J36o 選 8 会 記 こ お 選 … 
も 唐 想い ひし 家 喜 ン レン p く ろく 2JiD 
いろ 8? 

逢 林 n 革 半 HG 普 Rhsm パ 
近い し) 社 電 りり 諾 舞 り で し 可 記 
くろ っ) 表 いつ お 生 。 貴 きき 呈 り 
An と で レル ビン 全 る 心 AJ ト JA 


ッ シ ョ ン 本 部 


乗 (STS-95)。 


号 
! 用 


PS と し て コロ ン ビ ア 号 に 搭乗 (STS-65) 。98 年 、 
NASA の ジョ ン ・ グ レン 宇宙 飛行 士 ら と 共に PS と し て 
に 


スカ バリ ー 


ディ 
07 年 一 有人 宇宙 環境 


搭 
2004 07 年 、 国 際 宇 宙 大 学 の 修士 コー ス 客 員 教授 。 
有人 宇宙 技術 部 宇宙 医学 生物 学研 究 室 室長 。 


逢い Um レス 宮 人 生 お "NNJ も 
玉 地 らく で > し ロ よ ター 
Sn3J 明 で 8 て Q ス 仙人 SAQT SQ 
愉 箱 東寺 涯 つい 地 直 内 に 二 ぐ 
流 講 公選 0) うめ つ 会 
つや 8 忌 覆 親 己 地 地 り ( ビ た SO 会 め つ 
で くろ 8 う 明る つつ お 7 

8 中 性 会 さっ “会 <Q 
2JG 宮 区 p 回 加 公 0 妨 


王 三 志和 吉光 選 填 り 才 引 つつ お 泌 
[人 中 還 和 8 る 和 麺 ウス お 誠 ] 
3) 突 2 の お 3)363S 6 つ お 会“ 
記 2p5QNQS 8 て OsS3S 選 6 
つつ? 庄 83Q38 失 コ 家計 伏 で お @ 
も " る で ン S つ SG37 視 地 貢 に 
ゴリ 人 会 で 突 。 拒 南 や さ へ ベネ 
中 さも 拒 つ SS で G2JFJNOD 選 
SAT 2 京 @ 小 ささ 負 球 へ 選 
編入 会 溢 で しく" 

臣 村 SG 世 6 箱 り 4 で 計 う 46 い 
りり 紅 正 記 会 避 縮 時 細 た へ で 
手 幼 いじ 総 肘 で し を ト ※ 弁 
お AO NT へ Hg て へ と 
へ キ く へ と っ Js) る 絢 る し お 会 尽 


[ 
⑳ 
。 の 2 
ビ 3 
6 の さ 和 
本 条 過 
1) に 
N 
還 


土井 隆雄 宇宙 飛行 


1954 年 生ま れ 。 東 京 大 学 工学 部 航空 学科 卒業 。 
同 大 学 大 学院 博士 課程 修了 (宇宙 工学 ) 。 


毛利 衛 向井 千秋 と 共に PS 【 


MS と し て 認定 。97 年 、 コ ロン ビア 号 ( 


2008 年 3 月 エン デバ ー 号 ( 
「 き ぼう ] 船 内 保管 室 を ISS に 取り 付け (STS-123)、 


日 本 人 宇宙 飛行 士 と し て 初め て の 船 外 活動 。 
ー ド マス ター (物資 移送 責任 者 ) と し て スペ ー ス シャ トル 


ISS 間 の 物資 移送 作業 の 全体 を 取り まとめ た 。 
イス 大 学 大 学院 博士 


ラ 


的 川 泰 宣 技 術 参 


"。 会 on やつ 8? 
呈 三 | 竹下 競 で で 包 本 
SG 稀 3 う 会 会 や つ お 会" 
朗 活 滞 庄 国 公選 を ぐさ うり 和 所 ソ 
っ )@pQ 旬 3J 隔 いく お AQ 上 必 ) 
つと 引 給 公洋 ぐも 編 人 に 強 詳 
も 堅 ホー さ ュ ) | 架 避 いじ い ン 
いく で anpGSJa6S? 
芯 半 ぐ べ 公 心 G 下 胃 い じ 下 め 
計 く で しか) 軸 四 性 倒 競 ス ” 宙 人 
AG 窟 め 還 I 全 お" 宗 知 移 
G 癒 ” 軌 年 n コ TE 人 と さ へ 人 色 キ ー 
癌 愛 会 弁 り の レ 人 提 会 装 況 ン 
ひし レ つ 6 る 6 つ ? 立 親 宙 で 訪 
必 尻 マ の ママ SG セー ハ と る 件 坦 諾 に 
や へ ペー リロ で い 窟 償 史 札 や ye38 
生 介 で お S 倒 。 密 呈 *@ ょ JJ 介 守 
ン 8 で つが 08 や KK シーK ハ を 
ー ミ GS 泡 に 全 芋 守 *。 上 性 G 庄 
固め pー ミ と 0 を で 4 SS 
し 加 お 028mG 郁 記号 で や シ 
SS 還 症 つ お くし か 思 @ 考 
記 6 還 季 。 社 舞 時 半 度 詳 つ お 
く こう) 了 い うお ぐ P。 人 へ へ へ 
仕舞 や へ ペー リス つや 8 


操 三 中 そ さ へ キー6 押 拒む 
QNoxQyo べ て で GN 小 マー 梨 会 誠 
測る yo 8 の る 心 負 人 生 つ お る 
困る か" GS 普 多加 個人 必 3) 
2 いう TK 電 0 人 で 8 も 本 会 

填 枯 へ キー ミ 全 いひ 散 多 会 
選 会 県 う 。 中 交 氏 喜 会 め 
つ 計 ろ 。 か に 更 加 折 人 
し つや の 時 と) 架 お 8 沈 
掃 光 人 5 の くる 尽 3)9 編 更 和 つい 7 
NEsS70 く II まく た 5 で る 
ー さ 色相 KyoSho し 所 帳 計 
赤く ス 愉 9 月 誠心 8 つ S? 人 5 
ン 38^ ロロ 選定 末 聞 性 地 垣 ぐ 湯 
半 窒 SWG 朗 昧 Eo つ お " 

臣 村 ハエ テー ミ や Q 叶 oo 公 屯 
32388 合 の "本 陳 つの ロ の 一 
Sh 心 マ ー6 揚 。 記 党 較 尾 陶 
SXX へ ベー の つつ し リーダ 例 卿 
ぐ く へ 徹 へ く 一 へ 的 詩人 
ヾ へ へ S 十 びろ 8 で も な か" へ 


帰 
っ 
て 


UPGISEYSII に PSE 
SS 志 くし が つ 尺 記 7 
貢 で 宮 公選 ス ピス)G 和 J う りり 居 余 


に CSI と 
填 林 | 避 り 東 % つ 慌 67 の を 
ー ミ 色 還 S く 寺内 し ※ レ 人 く 
ー ヘ ペー へ へ 1 全 入 生 ー ス 梨 
定 ! り ソ 舌 本 4 る 門 っ 9 志和 
6 つ お 8? 尼 親 48 能 人 で 87 
ハモ て ー ミ 1 

絢 3QQ を 0 思 つ の 
JintSNO SRANOOO… 
下村 回 公論 6 怖 OQ 全 で お S 
3^ 中 くさ ロタ ーーaWD で ウス 


賠 全 中 べ 辻 吉 渦中 入居 銘 刀 
ぐい 宮 お 3Q 全 選 マ の マリ 


べく で やろ で し つ つ 渋 " 選 で の 
で G 天 著 会 届 要 kJ 捉 昌 誠人 
S 紅 手 履 ぐ り 弥 レス) 8 る 
を 会 つ レ 2) Mn る 心 観 幼 人 
い おく し 生 67 KK マーK 必 や G 
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世界 天文 年 2009 所 な く ス ター ト 


ガリ レオ ・ ガ リ レ イ が 自作 の 望遠 鏡 で 宇宙 の 観測 を 始め て か らち ょ うど 400 年 と な る 2009 年 は 、 国 際 
天文 学 連合 と ユネ スコ に よっ て "Tnternational Year of Astronomy と 定め られ まし た 。 日 本 語 で の 正式 名 称 は 

「 世 界 天文 年 |] で れ 直 訳 の | 国際 天文 年 ] と し な か っ た の は 、 先 進 国 だ け で な く 世 界 全体 を 盛り 上 げた いと いう 日 本 
委員 会 の 明確 な 意思 の 表れ で す 。 今 回 は 、 世 界 天文 年 を 間近 に 控え 、JAXA や 国立 天文 公 な どの 研究 機関 、 そ し て 
科学 館 ・ 公 共 天 文 台 な ど が 中 心 と な っ て 進め て いる 、 宇 宙 に 親しん で いた だ く イ ベン ト の 一 部 を ご 紹介 し ます 


「 木 も れ 日 を 見 よう ] キ ャ ン ペ ー ン で 
安全 な 日 食 観察 


まず 、 世 界 天文 年 に 行わ れる 国際 的 な 企画 と し て は 、 
た と えば 「 コ ズミ ッ ク ダ イア リー]| と いう 世界 各国 の 
天文 学者 に に る ブロ グ に 、JAXA か ら も 私 を 含め 数 
名 が ブロ ガー と し て 参加 する 予定 で す 。 私 た ち 天 文学 
者 の 日 常 を 垣 間 み る いい 機会 だ と 思い ます の で 、 ぜ ひ 
ご 覧 くだ さい 。 

一 方 、 日 本 で の 国内 企画 の 目玉 は 薩南 諸島 な ど で 見 
られ る 7 月 22 日 の 皆既 日 食 に 関連 する イベ ント で す 。 
H-IB 初 号機 の 打ち 上 げ を 控え た 種子 島 宇宙 セン ター 
も 皆既 帯 に ぎり ぎり 入り ます が 、 よ り 条 件 の よい エリ 
ア は 収容 能力 や 通信 イン フラ の 弱い 離島 ・ 洋 上 の た め 、 
部 高 速 イ ンタ ーネット 衛星 「 き ず な 」 を 使っ た 日 食 映 
像 の イン ター ネッ ト 配 信 が 企画 され て いま す 。 

また 、 部 分 日 食 で あれ ば 日 本 全国 で 楽し め ま す 。 部 
分 日 食 は いい 加減 な フィ ルター を 使っ て 観察 する と 目 
を 傷め る お それ が あり ます の で 、JAXA 宇宙 教育 セ 
ンタ ー を 中 心 に 、「 木 も れ 日 を 見 よう | 全国 キャ ン ペ ー 
ン を 準備 中 で す 。 こ の 方 法 は 木 も れ 日 が 部 分 日 食 の 形 
に な る こと を 利用 し た 手軽 で 安全 な 日 食 観察 法 で す の 
で 、 職 場 で 、 学校 で 、 家庭 で 、 ぜ ひ 観 察し て いた だ き 
た いと 思い ます 。 大 陽 観 測 衛星 「 ひ の で | の 成果 を 中 
心 と し た 太陽 に 関す る 講演 会 も 予定 し て いま す 。 


太陽 や 月 ・ 金 星 の 観望 を 企画 中 


展示 品 の 貸し 出し や 講師 の 派遣 も 行い ます 。JAXA 
も 協力 し て いる 世界 天文 年 2009 巡回 企画 展 「 ガ リ 
レオ の 天体 観測 か ら 400 年 望遠 鏡 が 切り 開い た 宇宙 
( 仮 )] は 、 東京 か ら 仙台 、 名 古屋 、 大 阪 を 回 り ま すし 、 
JAXA 独自 の 巡回 展 と し て 「 太 陽 の ふし ぎ 」、「 月 の 
ふし ぎ ]、「 日 本 の 宇宙 科学 の 歴史 ]、「 日 時 計 の 楽し み 


記 <[ 上 H 界 天文 年 2009| を 
紹介 する パン フレ ッ ト 


( 仮 )] も 全国 各地 を 回 り ます 。 講師 派遣 の 依頼 に も 積 
極 的 に お 応え し て いま す 。 

これ と 並行 し て 、「 め ざ せ 1000 万 人 ! みん な で 星 
を 見 よう ! 」 で は 、 生 の 星空 や アプ アラ ネタ リウ ム を よ 
り 多く の 方 々 に 楽し ん を で いた だ くべ く 、 全 国 各 地 で 観 
望 会 な ど を 行い ます 。「 か ぐ で や | や 「 ひ の で | を 運用 
し 、2010 年 に は 金星 探査 機 PLANET-C を 打ち 上 げ 
る JAXA も 、 太 陽 や 月 や 金星 を 観 廊 の ター ゲッ ト に 
し ます 。 小さ な 望遠 鏡 を も っ て 夜 の 街 に 繰り 出し て 道 
行く 人 に 月 や 金星 を 見 て いた だ いた り 、 日 中 に は 太陽 
の H o 輝 線 観測 用 の 望遠 鏡 で プロ ミネ ンス を 見 て い 
た だ く こ と を 考え て いま す 。 日 本 委員 会 で は 、 主催 企 
画 の ほか に 天文 ・ 宇 宙 関 係 の 良質 な イベ ント や 書籍 を 
公認 し て いま す 。 人 類 の 月 着陸 40 周年 を 記念 し て 来 
年 1 月 か ら 日 本 公開 され る アポ ロ 関 連 の 映画 も その 1 
つ で 、 私 も 字幕 監修 や 東京 国際 映画 祭 で の 舞台 挨拶 に 
駆り 出さ れ 、 戸 惑 い な が ら も 楽し ん で いま す 。 


Seiichi Sakamoto 

宇宙 科学 研究 本 部 宇宙 科 
学 情報 解析 研究 系 教授 。 
専門 は 電波 天文 学 、 星 間 
物理 学 。 宇宙 科学 を 中 心 
と し た 広報 普及 活動 を は 
じ め 、 ロ ケッ ト 射 場 周辺 
漁民 と の 対話 や 国際 協力 
な ど 「 た い が い の こと ] 
に 挑戦 中 。 写真 は 東京 国 
際 映 画 祭 で の 的 台 挨 拶 中 
の スナ ッ プ (提供 : TIFF) 


人 部 分 日 食 中 の 木 も れ 日 。 


影 の 部 分 で 三日月 の よう に 見 える の が 、 


これ を 旗 に し た も の が 
2 月 の スペ ー ス シャ トル の 
公式 飛行 記念 品 (OFK) と し て 
若田 宇宙 飛行 士 と 共に 中 宙 に 
旅立つ 予定 で 


世界 天文 年 日 本 委員 会 ウェ ブサ イト http:/www.astronomy2009.jp/ 


食 中 の 太陽 。( 撮 影 : 吉住 千 亜 紀 ) 
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INF ロ RMATION 4 
時 - ロケット が 
シン トム = = 
未来 技術 遺産 」 
こ 登録 
宇宙 セン ター で 保管 され て 
H-I[ ロ ケッ ト 7 号 機 (実機 ) が 、 
国立 科学 博物 館 が 選ぶ | 未来 技術 
遺産 ] に 登録 され 、 10 月 9 日 、 同 
館 で 記念 の 盾 と 登録 証 の 授与 式 が 
行わ れ ま し た 。 今回 が 第 1 回 目 と な 
る この 制度 で は 、 同 館 の 産業 技術 
史 資 料 セ ンタ ー で リス ト ア ッ プ され 
た 紡糸 設備 、 通信 機器 、 電 力 設備 、 
産業 用 ロボ ッ ト 、 電卓 、 半導体 製造 
装置 な ど 、 日 本 の 科学 技術 と 産業 
技術 の 発展 を 示す 貴重 な 科学 技 
術 史 資 料 23 件 が 登録 され まし た 。 
H-II ロ ケッ ト は 初 の 純 国 産 大 型 ロ 
ケッ ト と し て 選定 され た も の で す 。 
種子 島 宇 宙 セ ンタ ー の 施設 見 
学 ツ アー で 、 こ の 実機 を ご 覧 
いた だ け ま す ( 無 料 、 要 予約 。 
TETL..0997-26 -9244 まで ) 。 
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発行 企画 倫 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 借財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 旬 Better Days 

印刷 製本 食 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 
平成 20 年 12 月 1 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 
委員 長 的 川 要 宮 
副 委員 長 舘 和夫 
委員 阪本 成一 寺門 和夫 
顧問 山根 一 候 


再生 紙 ( 古 紙 100%) 使 用 


種子 島 宇宙 セン ター に ある 
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11 月 12 日 、 席 小宇宙 セン ター を 
訪問 され まし た 。 両 陸 下 と 国王 ご 
夫妻 は 、「 き ぼう ] 日 本 実験 棟 の 
エン ジニ アリ ング モデ ル を ご 覧 に な 
り 、 白 木 邦明 理事 、 向 井 千秋 宇 
宙 飛 行 士 か ら の 説明 に 熱心 に 耳 
を 傾け て お られ まし た 。 その後 、 
宇宙 ステ ーション 運用 棟 に ある |「 き 
ぼう 」 の 運用 管制 宝 を ご 覧 に な り 
まし た 。 


「 き ぼ ぽう]」 エ ンジ ニア リン グモ デル を ご 覧 に 
な る 天皇 皇后 両 陸 下 と 国王 ご 夫妻 
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M-V ロ ケッ ト の 実機 を 展示 


10 月 11 日 、 相 模 原 キ ャ ン パ ス で M-V ロ 
ケッ ト 実 機 展示 の 完成 披露 式典 が 行わ れ ま し 
た 。M-V ロケ ッ ト は 2006 年 9 月 、7 号機 
に よる 太陽 観測 衛星 「 ひ の で 」 打 ち 上 げ を も っ 
て 運用 を 終了 し まし た が 、 今 回 の 実機 展示 は 、 
打ち 上 げ ら れ な か っ た 2 号機 の 部 品 を 中 心 に 、 
他 に 流用 で き な か っ た 部 品 を 集め 、 展 示 用 に 
組み 立て た も の で す 。 当日 は あい に く の 雨 と 
な り ま し た が 、 た くさ ん の 皆さま に お 越し いた 
7 まり / だ 8 

すぐ 脇 の M-3ST ロ ケッ ト (模型 ) と 共に 、 
日 本 の 固体 ロケ ッ ト の 歴史 を 、 実 物 大 で 実感 
し て いた だ きた いと 思い ます 。 


第 2 段 エ ンジ ン は 、 
この 春 、 燃 焼 試験 を 終え た ば か り 


さて 、 こ の 中 で と り わ け 注 目 し て ほし い 
の が 、 展 示 機 の 第 2 段 部 分 で す 。 今年 3 月 7 
日 に 、 秋 田 県 の 能代 多目的 実験 場 で 燃焼 試験 
を 行っ た 実物 が 展示 に 供 さ れ て いる の で す 。 

式典 当日 も まだ 、 近 づい て みる と 「 燃 えた 
後 の ニ オイ |」 を か で こと が で き 、 好 評 で し た 。 


この 展示 は 、 年 末年 始 を 除き 休日 も 、 

相模 原 キ ャ ン パ ス の 守衛 所 で 受付 し て いた だ くだ け で 、 
どなた で も 見 学 が 可能 で す 。 

また 平日 な ら 、 ロ ケッ ト や 人 工 衛星 な どの 

模型 や 実物 が 見 られ る 屋内 の 展示 スペ ー ス も 
併せ て ご 覧 いた だ け ま す 

(開館 時 間 :9 時 45 分 17 時 30 分 )。 

ニオ イ の 消え な いう ち に 、 ぜ ひ お 越し くだ さい ! 
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B 番 乗り 場 還 
「02 相模 原 駅 」 
行き バス を 利用 


相模 原 キ ャ ン パ ス に 展示 され た HH-V ロ ケッ ト 
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